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   Ⅰ 本校の安全管理体制について 

 

      1  学校安全と危機管理の必要性 

           児童・生徒が健康・安全に学ぶことができるように環境を整えることは、学校教育の 

    目的を達成するための前提条件であり、年々、安全教育・安全管理の必要性は高まって 

    いる。しかし、時として学校の安全を脅かす事件・事故が発生している状況がある。 

          これらの事件・事故の発生を防止し、生徒を犯罪や災害から守るためには、学校は安 

    全管理体制の確立、防犯教育の充実、施設設備の整備、教職員の一層の危機管理意識の 

    向上が必要である。 

 

     2   学校の危機管理  

       (1) 教育指導上の問題 

            a. 指導中の事故    b. 体罰   c.  食中毒 

       (2)  生徒指導上の問題 

            a. いじめ b.  校内暴力 c.  不登校  d.  交通事故  e.  窃盗  f.  暴力事件 

       (3)  教職員勤務上の問題 

      a. 信用失墜行為(不祥事）  b.  保護者とのトラブル 

       (4)  非常災害上の問題 

            a. 台風等風水害 b 火災  c 地震   d 津波  e.  不審者による事件 

 

     3   危機管理への対処  

       (1)  基本的対応の在り方 

            生徒の安全確保   対応体制の確立 

       (2)  具体的な対応の在り方 

            第１段階    危機の予知 ・・・・・情報の収集  

            第２段階  危機の回避 ・・・・・最悪な事態を想定した準備  

            第３段階  危機の対処 ・・・・・管理者の陣頭指揮  

 

       (3)  全職員の具体的対応 

          A  授業中の事故について 

              ① 綿密な指導計画により常に安全の対策を怠らない。 

              ② 事故・事件の状況を軽視しない。校長、教頭に直ちに報告し指示を受ける。    

              ③ 家庭への連絡を迅速に行い、必要により陳謝するなど誠意ある対応をする。    

          B  「いじめ」による事故 

              ① 学校には安全確保義務があることについて共通認識をもつ。 

              ② いじめの実態を解明し、いじめを防ぐための万全の処置をとる。 

              ③ 保護者への報告と連携を密にする。 

              ④ いじめが著しく人権を侵害することを職員は勿論生徒への理解を徹底する。    

          C  校内暴力への対応 

              ① いかなる暴力も許さないという毅然とした姿勢をとる。 

              ② 暴力に正当な理由は存在しないことを職員・生徒ともに共通認識をもつ。 

          D  教師の体罰について 

              ① どんな場合も体罰は認められないという共通認識をもつ。 

         生徒に対する言葉遣いについて、十分配慮する。 

              ② 双方の事情聴取等により事実関係を正確に把握し記録する。 

                 職員による事情聴取等の対応は複数で行う。 

              ③ 体罰の事実があれば保護者に対し誠意をもって謝罪する。 
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     4   危機発生時の緊急対応の要点   

       (1) 冷静な判断と対応  

           マニュアルに示された手順を確認し、常に最優先となる動きを意識する。 

       (2) 校長・教頭のリーダーシップの発揮 

           緊急事態の発生時、校長・教頭は状況を判断し、緊急対応を行うことを全職員に 

           伝える。また、的確な対応を行うために情報の集約、対応方針の決定を行う。 

       (3) 正確な情報収集と共有 

           事件・事故が発生したら、生徒及び関係者から正確な情報を聞き取り、整理して、    

          全職員で情報の共有化を図る。 

       (4) 組織的な対応と連携 

           緊急な対策本部の設置、職員会議等で学校全体の組織的に対応できる体制をつくる。 

       必要であれば保護者や地域との連携を行い、生徒や学校の教育活動を守る体制づく   

           りを組織的に行う。 

           また、教育庁や警察等と連絡をとり、今後の対応への助言や指示を受ける。 

       (5) 報道機関への対応 

           教育庁の助言を受けながら対応する。取材の要請等があった場合には、校長や教頭    

          が窓口になり一本化する。 

       (6) 誠意ある対応 

           学校の対応状況や今後の方針について、広く保護者や地域に説明する。学校と報道    

          機関との関係が協力的なものとなるように努める。 

 

 

     5   緊急連絡先一覧 

 

うるま警察署   ９７３ー０１１０ 

うるま消防本部（予防課）   ９７４ー０３６３ 

県立中部病院   ９７３ー４１１１ 

中頭病院   ９３９ー１３００ 

県立学校教育課   ８６６ー２７１５ 

校医 

（うるま記念病院 與那嶺尚男） 

  ９７２－６０００ 

 

 

 

  Ⅱ 緊急連絡先（別紙参照） 

   〇学校管理者 

 

   〇機械警備 

 

〇防災設備 

 

   〇電気設備 

 

   〇農場用水 
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  Ⅲ 事件・事故発生時の対応体制  

 

     １ 事件・事故発生時の緊急体制  

        ☆事故発生時の緊急対応☆ 

 

目撃した職員で初期の手当 

 

応急処置      養護教諭 

 

 学級担任・教科担任 

 

 

教 頭 

事務長 

 校 長  教育庁 

医療機関連絡  

保護者 

 

 

        

☆事件発生時の対応（加害者・被害者）☆ 

 

警察（又は保護者）から連絡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【緊急通報マニュアル】 

①警察を要請する場合（不審者等）      ②救急車・消防車を要請する場合 

「110」または「973-0110(うるま警察)」    「１１９」をダイヤルする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

救急車等搬送手配 

   生徒指導部 

   学 級 担 任 

   教 科 担 任 

保護者へ連絡   教頭  校長  教育庁 

事情聴取 

 警察へ問い合わせ 

 職員会議 

「不審者が侵入しています」 

「中部農林高等学校です」 

「住所はうるま市田場 1570 です」 

「状況は             

 不審者の様子は         

刃物等は            

けが人は   名」 

「救急車（消防車）をお願いします」 

「中部農林高等学校です」 

「住所はうるま市田場 1570番地です」 

「いつ（時間経過） 

どこで（教室・農場・体育館・運動場） 

だれが（〇年生・男子・女子） 

どんな様子（具体的に）」 
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２．不審者対応マニュアル 

 ①不審者への対応 

 

チェック１ 

 

 

 

 

 

チェック２ 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

来校者 

不審者かどうか 

理由あり 来校の理由なし 

退去した 退去しない 

不審者侵入 

ない 

危害を加える恐れはないか 

ある 

再び退去を 

求める 

隔離・通報する 

生徒の安全確保 

負傷者はいるか 

いる いない 

応急処置と 119 通報 

児童への全体指導 

事後の対応・措置 

チェック１ 

①見分ける 

・業者等は事務室で受付し、名札をつける 

・受付の無視や不審な言動は？ 

②声をかける 

・生徒の学年、学科、名前は？ 

・来校の用件を答えられるか？ 

・凶器や不審物を持っていないか？ 

対応１ 

①他の教職員を呼ぶ 

②丁寧な態度、言葉遣いで対応する 

（相手から１～1.5ｍ離れて立つ） 

〇退去した場合は見届けて門を閉め、警察、

市教委、近隣校へ通報する 

チェック２ 

①所持品に目を向ける 

・興奮させない、丁寧に対応する 

・手の動きに注意する 

②言動に注意する 

・意味不明なところはないか 

対応２ 

①事務室（内線 15）か 110番通報をする 

②校内緊急放送（内線７０） 

③不審者の移動を阻止する 

（不審者の後ろを歩き、複数で対応する） 

チェック３ 

①負傷者を把握する 

②校内施設の危険の有無を確認する 

対応１ 

①他の教職員を呼ぶ 

②丁寧な態度、言葉遣いで対応する 

（相手から１～1.5ｍ離れて立つ） 

〇退去した場合は見届けて門を閉め、警察、

市教委、近隣校へ通報する 

対応４ 

①応急手当と 119番通報をする 

②負傷者の様態、人数等を報告する 

対応５ 

①全ての安否確認後、体育館に生徒を集め、

全体指導を行う 

②事後の対応、措置を行う 

・県教委、PTA、保護者等関係機関に連絡 

・生徒の下校方法について検討 

対応３ 

①生徒の避難誘導（教室の施錠） 

②対応者はさすまた等を持ち、不審者の移動

を阻止する 

・不審者が移動した場合は、再び校内緊急

放送で状況を伝える 

③警察による保護、逮捕 
チェック３ 

対応３ 

対応２ 

退去を求める 対応１ 

対応４ 

対応５ 
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 ３．不審物等対応マニュアル

不審電話の入電 校内での不審物発見

周辺立ち入り禁止措置等

沖縄県・うるま市教育委員会に第一報

生徒

教職員

◆　教職員による捜索・点検等は実施しない

登下校中の生徒は帰宅

学校にいる生徒は、避難場所へ集合

→集団下校

•気付かれないよう注意しつつ、周辺の教職員に

合図（挙手）で知らせ、電話機のスピーカー機

能と録音を入れる。

•周辺教職員はICレコーダを持ち出し、録音を開

始する。

•電話対応者、周辺教職員のそれぞれが必ずメモ

を取る。

•落ち着いて、以下の事項をできるだけ 詳しく聴

き取る。

【爆発物等について】

・いつ爆発するか、どこにあるか

・どのようなものか（形状、大きさ等）

・仕掛けた理由、要求（動機等）

【相手の特徴】

・性別・年齢（子ども、成年、老年等）

・声の特徴（高さ・質、方言の有無等）

・周囲の環境音（車走行音、アナウンス音）

電　話　対　応

学校に犯罪予告・不審物等があった場合の対応フロー

避難場所へ集合

→学校周辺通学路の巡回

危害予告・不審物発見時の避難場所　　•第一候補：校庭　•第二候補：体育館

事後対応
•安否確認　　•集団下校等　•心のケア

•保護者、報道機関対応（必要に応じて）

警察（110番）通報

◆絶対に不審物には触らない。

•付近の生徒に遠ざかるよう指示

•応援を求め校長への報告を依頼

校長（不在の場合は代行者）へ報告

生徒・教職員等に、以下の対応を指示

※　速やかに保護者に「一斉メール」で連絡

登校前

自宅待機

避難場所へ集合

生徒在校中

避難場所へ集合

→ 集団下校

避難場所へ集合

→学校周辺通学路の巡回

生徒登下校時

不審電話の入電 校内での不審物発見

周辺立ち入り禁止措置等

沖縄県・うるま市教育委員会に第一報

生徒

教職員

◆　教職員による捜索・点検等は実施しない

登下校中の生徒は帰宅

学校にいる生徒は、避難場所へ集合

→集団下校

•気付かれないよう注意しつつ、周辺の教職員に

合図（挙手）で知らせ、電話機のスピーカー機

能と録音を入れる。

•周辺教職員はICレコーダを持ち出し、録音を開

始する。

•電話対応者、周辺教職員のそれぞれが必ずメモ

を取る。

•落ち着いて、以下の事項をできるだけ 詳しく聴

き取る。

【爆発物等について】

・いつ爆発するか、どこにあるか

・どのようなものか（形状、大きさ等）

・仕掛けた理由、要求（動機等）

【相手の特徴】

・性別・年齢（子ども、成年、老年等）

・声の特徴（高さ・質、方言の有無等）

・周囲の環境音（車走行音、アナウンス音）

電　話　対　応

学校に犯罪予告・不審物等があった場合の対応フロー

避難場所へ集合

→学校周辺通学路の巡回

危害予告・不審物発見時の避難場所　　•第一候補：校庭　•第二候補：体育館

事後対応
•安否確認　　•集団下校等　•心のケア

•保護者、報道機関対応（必要に応じて）

警察（110番）通報

◆絶対に不審物には触らない。

•付近の生徒に遠ざかるよう指示

•応援を求め校長への報告を依頼

校長（不在の場合は代行者）へ報告

生徒・教職員等に、以下の対応を指示

※　速やかに保護者に「一斉メール」で連絡

登校前

自宅待機

避難場所へ集合

生徒在校中

避難場所へ集合

→ 集団下校

避難場所へ集合

→学校周辺通学路の巡回

生徒登下校時
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 Ⅳ 学校管理 

 

     １ 台風 

        （１）台風接近時の職員心得 

              ①教室等の戸締まりは担任でしっかり行う、全体的な台風対策は環境美化係を 

                中心に全職員で行う。 

              ②農場における対策は農場部を中心に行う。特に鉢物の管理、ハウスの対策は 

                しっかり行う。 

              ③対策等が不十分な状態で暴風域に入った場合は、校長の判断で近郊の職員に 

                その対策を要請することがある。 

              ④生徒の出校は基本的に教育庁からのテレビ情報に従う。 

 

        （２）業務停止処置 

               暴風警報が発令されたら、業務の全部又は一部を停止するものとする。業務 

              停止の時期については、校長が次の二つの要件を満たすことにより判断するも 

              のとする。 

              ①当該区域が３時間以内に暴風域に入ることが予想されるとき。 

              ②当該区域に於いて、バスの運行が停止又は停止されることが明らかなとき。 

 

        （３）業務再開処置 

                学校長は、次の二つの要件の内いずれかを満たし、かつ台風の来襲による事故 

       発生のおそれがなくなったと判断した場合は、停止した業務を速やかに再開する 

              ものとする。 

       ①当該区域が暴風域外となったとき 

              ②当該区域においてバスの運行が再開されたとき 

                ※暴風警報の解除が、午後１２時までに行われた場合、生徒は登校するように 

                  指導する。 

                ※暴風警報の解除が、１２時以降に行われた場合、引き続き臨時休業の処置を 

                  行う。 

                ※業務の再開時間が勤務時間終了前３時間以内にあっては、業務を再開しなく 

                  てもよいものとする。 

                ※校長は非常変災その他急迫の事情があるときは、休校の処置をとることがで 

                  きる。 

 

       （４）職員の職務 

              ①職員は、暴風警報が発令された場合でも直ちに特別休暇が与えられたというこ 

                とではなく、校長の業務停止指示に従う。 

              ②出勤時に暴風警報、路線バス運休の時は基本的に自宅待機とする。 

 

       （５）特別休暇 

               校長は、業務等の停止処置をした場合、特に勤務を命じた職員以外に対し、特 

              別休暇を与える。特休時間は校長が定める。 
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     2  火 災 

       （１）火災の予防    

            ①日頃からマニュアルに基づいた防災体制や火災報知器、放水施設、消火器等の 

              点検を行う。 

            ②年に一度、実際に即した火災避難訓練を実施し、避難経路や避難場所を確実に 

              示しておく。 

            ③避難訓練で、消火器の使い方を実際に示し、生徒個々が使用できるようにする。   

     （２）発生時の対応 

            ①発見者は近くの職員に知らせるか非常ベルで火災を通報する。 

            ②消火器を持って現場へ急行し、初期消火を行う。119 番（うるま消防署）通報し、 

             出動要請を行う。 

            ③校内放送により、生徒へ火災の発生を伝え、避難経路と避難場所（グラウンド）   

            を指示する。 

            ④訓練通りに各班での役割を果たすよう最大限努める。 

            ⑤避難場所では生徒の点呼、確認、報告をする。 

            ⑥負傷者がいる場合には、養護教諭を中心に手当を行い、負傷した生徒の氏名、負傷 

              の状況、救急車での搬送先を確認する。 

            ⑦保護者へ連絡を取り、火災の発生、生徒の負傷状況、搬送先を伝える。 

            ⑧防災管理 

              ・総務班（通報）   消防・警察への通報、火災事情の把握、生徒職員の安否確認 

                及び報告、情報収集及び管理等 

            ・避難誘導班    生徒を誘導し、避難場所での生徒の管理、本部への報告 

                                  残留生徒の確認、危険監視・警備等 

              ・救 護 班    被災児童生徒の応急手当 

              ・消火・点検班     非常時の消火活動及び施設等の点検等 

              ・搬 出 班    重要書類の搬出及び保管等 

 

     ３  地震・津波 

           「別紙 地震・津波における危機管理マニュアル参照」 

 

     ４  個人情報（公簿等）の流失・紛失 

       （１）流失・紛失の予防 

            ①個人に関する情報の管理は全職員共通の認識を持ち、細心の注意を払う。 

            ②通知票、指導要録、学籍簿等のみならず、氏名、生年月日、住所、電話番号、電子 

      メールアドレス、学校の成績または科目履修表のような特定の個人を識別すること 

      ができる情報はその取扱を慎重にする。 

            ③諸公簿は学校外に持ち出さない（勤務時間内での業務の処理に努める）. 

       （２）紛失・盗難が発生した場合 

            ①紛失を確認した場合は、校長、教頭に報告し、必要があれば警察に紛失・盗難届け 

      を提出する。 

            ②紛失・盗難が確認された場合には、現場を保存し、警察に連絡する。 

            ③校長、教頭は当該教師から詳細な事実関係を確認し、県立学校教育課へ連絡する 

④生徒、保護者への事情説明を行う。 

            ⑤校長は県立学校教育課と連絡をとり、紛失した書類に関する適切な処理を行う。 

 

    ５ 体罰と生徒間の暴力について 

      （１）体罰について 

            ①体罰はいかなる時、場合でも許される行為ではなく厳に慎む。 
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       生徒に対する言葉遣いについても、十分配慮する。 

            ②生徒指導上における生徒とのトラブルが生じた場合、できる限り複数の職員で冷静 

      に対応する。 

            ③「愛のムチ」という言葉は、社会的に受け入れられなくなっている。 

      （２）生徒間の暴力について 

            ①暴力で問題解決を図ることは、相手の人格を著しく損なう行為として絶対に許され 

     る行為ではないことを、HR や全体集会等で指導していく。 

            ②万が一にも暴力事件が起こった場合、学校として厳正に対処していく。 

  

  Ⅴ 学校生活における安全管理 

      

    １ 金品の盗難 

   （１）盗難の予防 

            ①学年や全体集会等で、持ち物の管理を徹底するよう指導及び注意を喚起する。 

            ②盗まれた人の不注意ではなく、「盗んだ人が悪い」という当たり前のことをしっか 

      り伝える。 

            ③学年や全体集会等を通して、道徳性を高める。 

 

      （２）盗難が発生した場合 

            ①被害生徒からの事実の確認（盗まれた物、気づいた時の状況等）。 

            ②警察に届けることを原則とし、被害状況から判断し、届け出る場合には現場の保存 

      に努める（被害届の提出については、生徒と保護者の意向を尊重する）。 

            ③被害の程度により、学級や全体指導を行う（事実を説明し、生徒間に不信感が生 

       じないよう配慮する）。 

            ④盗難実行者と考えられる生徒への事情聴取は、人権やプライバシーに配慮しながら 

              慎重に行う。 

            ⑤盗難実行生徒が特定した場合は、行為の重大さを認識させ、謝罪等について共に考 

             えながら指導する。 

            ⑥被害生徒の保護者に事実と指導の状況を説明し、学校の指導への協力を求める。   

            加害生徒の保護者に対して事実を伝え、謝罪等今後の対応について協議し、盗難行 

             為の背景を共に考える。 

 

    ２  学校感染症の取扱いについて  

      （１）校内の感染症発生時における管理手順 

 

伝染病の疑い 

者の発見、 

地域での感染

症蔓延 

 

 

 

 

問診、病状 

観察、家族・ 

地域の様子 

伝染原・感染 

経路・範囲等 

の把握 

 

 

 

 

 

 

当人への医療 

勧告と診断書 

要求 

学級又は学校 

での集団発生 

の有無観察 

 

 

 

 

 

 

診断書受理 

感染症確定 

又は疑い 

学級又は全 

生徒へ予防 

対策指導 

 

 

 

出停 

学年 

臨時休業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （学級担任、教科担任、養護教諭、校医）   学級担任 

養護教諭 

 

 

管理者 

校医 
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       （２）感染症取扱いの事務処理手順 

 

感染症の疑い   要医療勧告 

 診断書要求 

 伝染病について指導 

 

 

 学校管理者への報告 

 全職員への報告  

  

 

 

 

 

             発見者                養護教諭                    学級担任 

 

       （３）留意点 

            ①出席停止の措置は学校医、その他の医師の意見を聞いて行う。 

            ②出席停止の指示を行う場合、その理由及び期間を明確にし、趣旨の徹底を図る。 

 

       （４）学校感染症の分類 

       疾 患 名      出席停止期間 

第１種 

 

 

 

エボラ出血熱、クリミア・コンゴ出血熱、 

ペスト、マールブルグ病、ラッサ熱、 

急性灰白髄炎（ポリオ）、コレラ、細菌性
赤痢ジフテリア、腸チフス、パラチフス 

 

   治癒するまで 

 

 

第２種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インフルエンザ 

 

百日咳 

 

麻疹（はしか） 

流行性耳下腺炎（おたふく） 

 

 

風疹 

水痘（水ぼうそう） 

咽頭結膜炎（プール熱） 

発症後５日を経過し、かつ、解熱後

２日間を経過するまで 

特有の咳が消失又５日間抗菌性物質製

剤の治療が終わるまで。 

解熱後３日間を経過するまで 

耳下腺、顎下線又舌下線の腫脹が発現

した後５日を経過かつ全身状態が良好

になるまで 

発疹が消失するまで 

全ての発疹が皮化するまで 

主要症状消退後２日間経過するまで 

結核  

病状により学校医その他の 

医師が伝染病の恐れがないと 

認めるまで 

 

第３種 

 

 

 

腸管出血性大腸菌感染症 

流行性角結膜炎 

急性出血性結膜炎 

その他の伝染病 

 

       （５）救急処置 

疾病名                   処 置 基 準 

切り傷
裂傷 

擦過傷
刺し傷
挫傷 

 

傷口が汚れている時は清水で洗う 

止血する 

消毒する 

必要な時はリバテープ、ガーゼをあてる 

縫合を必要とするような傷、医師の治療を必要とする場合は適当な処置（消毒
→止血）をして一刻も早く医師の治療を受ける） 

打撲傷 

 

傷が無く紫色に腫れている時・・・冷湿布（冷水、湿布薬） 

☆頭部打撲はなるべく病院へ（重傷は必ず受診） 

捻挫 

つき指 

捻挫した部位を安静にして冷湿布する 

つき指した所を固定して冷湿布する 

骨折 

脱臼 

骨折、脱臼した所を副木等で固定し、動かさないようにして病院へ 

外傷のある場合はその処置をする 
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疾病名                         処 置 基 準 

火傷 

 

●清水で冷やす 

●火傷範囲の広い場合、又は汚染により化膿の危険性のある場合は病院へ 

頭痛 

 

 

●熱を計る・・・37.0～37.5℃（保健室で休養、観察） 

               37.6℃以上（帰宅→家庭連絡→病院） 

●高熱で寒気をともなう場合は体を暖め頭部を冷やす→病院へ 

腹痛 

 

 

 

 

●原因不明のときは薬を飲まさないで１時間程度様子を見る。熱を計る。吐き
気の有無 

●１時間程経って、もし痛みが軽快しないか或いはだんだんひどくなる時は一
刻も早く医師の診察を受ける。 

●女生徒は生理痛もあるのでその有無を確かめる。 

めまい 

 

 

●めまいを起こした場所からできるだけ近い場所で安静にする。目を閉じ、衣
服をゆるめる。 

●空腹(食事の摂取状態を調べる)睡眠不足。乗り物酔い。貧血。頭部打撲の有
無 

熱中症 ●エアコンが効いている室内や風通しのよい涼しい場所へ避難させる。 

●衣服をゆるめ、からだを冷やす（首の周り、脇の下、足の付け根など） 

●水分補給、塩分チャージ 

〇自力で水が飲めない、意識がない場合は救急搬送 

  

  ３ 食中毒発生時（疑い）の取扱い 

 

 

 

 

 

 休んでいる理由             ※下痢、腹痛、嘔吐、発熱、咳、発疹などを訴える 

                                          人が多い 

 

 

具体的な症状を 

調査する 

            ※欠席者にも連絡を入れて確認する 

 

 

 

他に体調不良の 

生徒がいないか 

職員間で確認す 

る 

           １いつから？ 

             ２症状は？ 

             ３下痢・嘔吐（何回） 

             ４腹痛・発熱・その他の症状 

 

                       報告         ※医療機関に受診していない重傷者には受診を 

                                        勧める 

                              報告 

 

 

 校 長 

 

 

 

 学校医 

 

                            助言・指示 

          連絡 

保健所 

食中毒発生（疑い） 
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４ 熱中症に対する対応 

「WBGT28 度以上または気温 31 度以上の環境下で連続 1 時間以上または 1 日 4 時間

を超えて」授業及び作業をする場合、熱中症の症状がある者を積極的に把握するように努

め、初期症状の発見、初期対応など迅速かつ的確な判断をする。（フロー図参照） 

 

【熱中症のおそれのある者に対する処置】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         回復しない、症状悪化 

     回復              回復 

 

 

 

５ 落雷事故の防止に対する対応 

  屋外での体育活動等において、指導者は、落雷の危険性を認識し、事前に気象情報を確認するととも

に、天候の急変などの場合にはためらうことなく計画の変更・中止等の適切な措置を講ずること。 特に、

指導体制が変わった場合等にも対応に遺漏の無いよう十分留意すること。 

教職員の対応 屋外にいるとき 屋内にいるとき 

●雷鳴が聞こえたり、雷光が見えた

りした場合は、速やかに屋内に避難

させる。 （雷鳴が遠くても雷雲はす

ぐ近づいてくる。 また雨が降ってい

なくても落雷はある。）        

●農場、運動場やプールでの活動、

平地での校外学習等、近くに高いも

のがない場所での活動の場合は特

に注意し、速やかに活動を中止し、

屋内に避難させる。 

○ 日頃から身の回り（通学途中）の 

避難場所を考えておく。        

○ 雷鳴が聞こえたら、すぐに安全な 

場所（建物の中や自動車の中など）に

避難する。                

○ 木の下・木のそばには避難しない。

○ 自転車に乗っていたら、すぐに降り

て安全な場所に避難する。      

○ 避難場所のない時は、低い姿勢

（両足をそろえてしゃがむ）をとる。 

○ 屋外に出ない（外出しない）。  

○ 雷の活動は短時間でおさまること

が多いので、下校時であっても無理に

帰宅せずに待っている。  

○ すべての電気機器から１ｍ以上 

はなれる。 

熱中症のおそれのある者を発見 

作業離脱、身体冷却 

意識の異常等 

自力での水分摂取 

救急車要請 

医療機関への搬送 経過観察 

熱中症が疑われる症状 

【他覚症状】 

ふらつき、生あくび、失神、大量の発汗 

【自覚症状】 

めまい、筋肉痛、筋肉の硬直、頭痛、

不快感、吐き気、倦怠感、高体温等 

「意識の有無」の判断 

① 返事がおかしい 

② ぼーっとしている 

普段と様子がおかしい場合も、熱中

症のおそれありとして取り扱うこと

が適当。 
 医療機関までの搬送の間や経過観察中は 

一人にしない 

回復後の体調急変等により症状が悪化するケースがあるため、保護者へは必ず連絡する 

意識がない 

とれない 
とれる 



 - 13 - 

Ⅵ 防火・防災組織 （防災計画書） 

 

本
部
長 

校 長 

教 頭 

事務長 

  

防災管理者 

（教頭） 

 

                      

防災・防災委員会 

 

 

 

夜間、休日の防火・防災対応 
 

非常時の対応割り当て 

 

警備員または発見者 

 

本 部 

消防隊 

校 長 

教 頭 

事務長 

農場長 

教務部 

 

◎班長（連絡・通報） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※活動内容 

 ①消火活動 

 ②非常持ち出し 

 ③運水運砂 

 ④救護活動 

⑤警備活動 

防火・防災計画の策定 

防火・防災思想の普及、高揚 

緊急連絡網の整備・Teams の活用 

外部機関の確認 

 
 

総 

務 

班
・
・
・
・
・
各
班
へ
の
指
示
、
消
防
、
警
察
、
出
火
場
所
明
示 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生
徒
職
員
の
安
否
確
認
・
報
告
・
情
報
収
集
・
管
理 

 

避
難
誘
導
班
・
・
・
・
・
生
徒
の
避
難
誘
導
・
校
内
巡
視
、
搬
出
物
品
等
の
警
備 

※
緊
急
時
避
難
場
所
：
広
い
場
所
・
運
動
場
・
駐
車
場
・
中
庭
な
ど 

 

救 

護 

班
・
・
・
・
・
救
護
所
の
設
置
、
応
急
手
当 

 

消
化
・
施
設
点
検
班
・
・
火
災
発
生
場
所
の
確
認
・
報
告
、
初
期
消
火
、
運
水
運
砂 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

用
具
の
確
認
、
用
具
の
整
備
、
点
検
結
果
の
記
録 

 

搬 

出 

班
・
・
・
・
・
非
常
持
ち
出
し
、
重
要
書
類
の
保
管 

近
郊
在
住
職
員
集
合 

連
絡
通
報 

 

各
職
員
へ 

連
絡
指
示 

各
生
徒
へ 
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火元の場所を考え、火元に近づかないように一次避難場所を

職員は判断する。（運動場・駐車場・中庭など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

更
衣
室

正
門

運
動
場
・
事
務
室
へ

2
階
　
測
量
教
室

造
園
技
術
教
室

1
階
　農

業
と
環
境
教
室

総
合

実
習
室

②

定
時
制
給
食
室

進 路 室

吹 き 抜 け

数
学

教
室

国
語

教
室吹 き 抜 け

階 段

2
階

農
場
部
資
料
室

1
階

農
場
部
職
員
室 課
題
研
究
室

更 衣 室
Ｗ
･C

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
室

農
場
部
会
議
室

農
産

演
習
室

W
・ C

階 段
洗
車
場

英
語

教
室

農
 業

 機
 械

 実
 習

 室
熱
資
用
土
室

工
作
室

体
　

　
育

　
　

館

鶏
飼
育
室

ブ
ロ
イ
ラ
ー

飼
育
室

造
園
C
A
D
教
室

製
図
実
習
教
室

園
芸
デ
ザ
イ
ン

教
室
（
２
）

階 段
培
養
室

育
成
室

(無
菌
室
)

階 段

生
物
工
学

教
室

培
養

教
材

研
究
室

培
養
苗

駐
　

車
　

場

園
芸
科
学
科

実
験
準
備
室

階 段

階 段
資
源
コ
ー
ス
実
習
室

動
物
コ
ー
ス
実
習
室

男
子

更
衣
室

階 段

Ｗ ・ Ｃ

準
備
室

卵
室

女
子

更
衣
室

園
芸
技
術
コ
ー
ス

（
野
菜
）

園
芸
技
術
コ
ー
ス

（
果
樹
）

農
業
科
学
基
礎

教
室

肥
料

保
管
室

園
芸

資
材
庫

車
庫

農
機
具

管
理
室

収
穫

調
整
室

農
場

管
理
室

W ・ C

造
園
施
工
実
習
室

階 段

課
題
研
究
室

（
１
）

課
題
研
究

室
（
２
）

課
題
研
究
室

（
３
）

熱
帯
資
源
科

実
験
準
備
室

Ｗ ・ Ｃ

男
子
部
室

屋
 外

 プ
 ー

 ル

体
育

教
官 室

女
子
部
室

武 道 場

園
芸

デ
ザ
イ
ン

教
材
研
究
室

園
芸
デ
ザ
イ
ン

教
室
（
１
）

階 段

入
浴

実
習
室

講
義

観
察
室

階 段

運
　
　
動
　
　
場

Ｗ ・ Ｃ

階 段
食
品
製
造
実
習
室

調
理
実
習
室

階 段
校
長
室

用
務
室

事
務
室

階 段
無
菌
室

微
生
物
実
験
室

女
子

更
衣
室

Ｗ ・ Ｃ

食
品
製
造
実

習
室

準
備
室

課
題
研
究
室

階 段
第
一

講
義
室

第
二

講
義
室

階 段

男
子

更
衣
室

Ｗ ・ Ｃ

階 段 階 段

薬
品
・
器
具

分
析
室

食
品
化
学
実
験
室

調
理
準
備
室

Ｗ ・ Ｃ

リ
ハ
ビ
リ
実
習
室

階 段

Ｗ ・ Ｃ

化
学
地
学
実

習
室

化
学

地
学

準
備
室

生
物

準
備
室

1
-6

印
刷

階 段
調
理
実
習
室

分
教
室

職
員
室

生
徒
会

（
定
）

定
時
職
員
室

ピ
ロ

テ
ィ
ー

階 段

階 段

福
祉
科

準
備
室

備 品 庫

家
庭
科

準
備
室

被
服
実
習
室

階 段

階 段
3
年
1
組

3
年
2
組

3
年
3
組

3
年
4
組

3
年
5
組

W
･
C

階 段

保 健 室

相 談 室

階 段
1
年
1
組

1
年
2
組

定
４
年

1
年
3
組

定
３
年

1
年
4
組

定
２
年

階 段
2
年
1
組

2
年
2
組

2
年
3
組

2
年
4
組

2
年
5
組

W
･
C

W
･
C

音
　
楽

準
備
室

音
楽
室

階 段
食
品
製
造
実
習
室

食
品
製
造
管
理
室

(食
科
準
備
室
)

２
階

視 聴 覚 室 図 書 室

１
階

総
合

実
習
室

①

生
指

休 憩 室

全
日
制
職
員
室

階 段

階 段 階 段

1
年
5
組

定
１
年

3
-6

2
-6

普
通

教
室

食
品

科
学

科
棟

熱
帯

資
源

科
・
園

芸
科

学
科

棟

生
物

実
習
室

介
護

実
習
室

普
通

教
室

棟

管
理

棟
（
校
長
室
・事

務
室
・
家
庭
科
・理

科
・福

祉
科
）

情
報

棟

熱
帯

資
源

科
・
園

芸
科

学
科

棟

農
場

管
理

実
習

室

畜
産
実
習
室

鶏
舎

犬
舎

入
浴

棟

造
園
科
棟

津
波
時
避
難
場
所

津
波
時
避
難
場
所
②

食
品

科
学

科
棟

地
震
・
火
災
発
生
時
一
次
避
難
場
所

火災発生時一次避難場所 
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